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第４章 緑化重点地区

緑化重点地区は、都市緑地法にもとづいて策定される緑の基本計画において、必要に応

じて緑化の推進を重点的に図るべき地区で、地区の選定とその地区の緑化の推進に関する事

項を定めるものです。市町村は、選定された地区について「緑化重点地区整備事業」を行い、

集中的な事業実施によって緑化推進のモデルを形成することとなっています。

本計画においては、次の方針に基づいて緑化重点地区を選定します。

１．選定方針

『水と緑と心豊かな「森の都」熊本』をアピールする効果の高い、次のような特性をもつ

地区を選定します。

ⅰ）森の都の顔となる地区

ⅱ）市民、事業者、行政がともにまちづくりに対する関心が高い地区

ⅲ）市民の緑化への関心を高める、ＰＲ効果の高い地区

２．地区の選定

上記の方針にもとづき、次の３地区を選定します。

1）熊本城周辺地区 ：・森の都のシンボルである緑豊かな熊本城を中心に市

民や観光客が多く集まる中心市街地

・緑豊かで活気ある森の都をアピールする効果が高い。

2）熊本駅周辺地区 ：・熊本駅を中心に計画されている再開発地区と区画整

理地区

・森の都の玄関口として、市民・事業者・行政と事業

者とが協力する新しいまちの緑づくりのモデルとな

る。

3）水前寺・江津湖周辺地区 ：・動植物園と一体となった江津湖を中心とする住宅地

・緑の相談所を拠点に様々な緑化の普及啓発活動によ

り、市民参加による緑のまちづくりのモデルとなる。
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熊本城周辺地区の緑化重点地区計画（案）

■緑化重点地区（案）

○緑化の方針

緑の森を象徴する地区として、熊本城の緑から中心市街地や城下町の名残

りのある、かつての商人町の緑に連なる風格と活気あふれる街を創ります。

〈Ａ地区〉熊本城の緑の保全と復元計画をふまえた緑づくり

〈Ｂ地区〉活気あふれる商店街の潤いある空間づくり

〈Ｃ地区〉住商混交の市街地での緑の街並づくり

○緑化の手法

・熊本城公園における既存樹木の保全・育成、復元時における熊本城の文化財

と調和した緑化の充実

・熊本城の景観に配慮した緑の総量増加

・熊本城と市街地との間の眺望を勘案した緑化の推進

・熊本城と呼応し合うようなシンボル性のある緑化

・熊本城と調和した坪井川の親水性の向上

・熊本駅と都心間を結ぶ緑化の推進

・緑量感のある公園樹木の育成や身近な公園の整備

・幹線道路の緑化充実、街路樹の育成

・路線の特性に配慮した街路樹の整備拡充

・学校における既存樹木の整備

・白川の整備に伴う緑の保全及び生き物に配慮した護岸等の整備・親水性

の向上

・社寺境内等の名木・巨樹等の保存

・花木や草花を用いた統一感のある商店街の緑化

・民有地における公開空地等接道空間を活用した緑化やビル等の緑化

１）熊本城周辺地区
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熊本駅周辺地区の緑化重点地区計画（案）

○緑化の方針

森の都の玄関口にふさわしい地区として、花岡山・万日山の緑を背景と

し、風致地区から連なる住宅地の緑や駅前再開発による緑、さらには白川、

坪井川へと広がる水と緑の潤いのある空間を創ります。

〈Ａ地区〉熊本駅を中心とする再開発と併せた森の都の玄関口の緑づくり

〈Ｂ地区〉花岡山・万日山の緑に連なる緑豊かな街づくり

〈Ｃ地区〉花岡山・万日山の樹林地の保全と自然とのふれあいの場として

の活用

○緑化の手法

・花岡山・万日山の樹林地の保全強化と、手軽な自然とのふれあいの場と

しての整備

・再開発に併せた緑地や緑陰空間の整備

・熊本駅と都心間を結ぶ緑化の推進

・熊本駅からの眺望を勘案した緑地の保全と緑化の推進

・花岡山・万日山・北岡自然公園から駅を経て白川、坪井川へとつながる

緑の軸線づくり

・アメニティ道路等歩行者系ネットワークの緑化

・白川の整備に伴う緑の保全及び生き物に配慮した護岸等の整備・親水性

の向上

・坪井川の護岸の親水性向上

・熊本の玄関口として「森の都」をアピールする緑化

・主要交差点における緑地の確保や花壇等による修景

・学校における既存樹木の整備

・寺社、民有地等の名木・巨樹等の保存

・住宅地の生垣化・高木の育成

・民有地における公開空地等接道空間を活用した緑化やビル等の緑化

２）熊本駅周辺地区
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○緑化の方針

水の都を象徴する地区として、江津湖の水辺の自然環境保全と親水空間

の整備に努め、風致地区から連なる周辺の住宅地では、自然環境と共生す

る住宅地のモデルとなる緑を確保します。

〈Ａ地区〉江津湖の自然環境の保全・活用と、自然と共生する街づくり

〈Ｂ地区〉江津湖につながる住宅地の市民参加の街づくり

○緑化の手法

・水前寺・江津湖が一体となった水と緑のネットワークの完成

・江津湖の生態系に配慮した公園の整備

・親水性の向上と湧水地区の保全と活用

・水と緑の自然環境の保全・育成

・緑の相談所における緑化の普及啓発

・市民参加による身近な公園の緑化・維持管理

・幹線道路の緑化充実

・路線ごとの特徴ある樹種による区画道路の緑化・充実

・学校における既存樹木の整備

・公営住宅等における接道空間の緑化・緑化の充実

・配水池・浄化センターにおける緑化の充実・施設公開等による普及啓発

・住宅地等の名木・巨樹等の保存

・花木や草花を用いた彩り豊かな商店街の緑化

・住宅地の生垣化、高木の育成、結実木や多様な樹木の植栽

３）水前寺・江津湖周辺地区

江津湖周辺地区の緑化重点地区計画（案）
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図４－１ 緑化重点地区


